
資料１

１　令和4年度計画値 （人）

１号 ２号

1,264 945 636 131 ・・・①

認定こども園 1,668 434 158 12

幼稚園（私学助成） 350 0 0 0

保育所 0 754 397 121

小規模保育 0 0 47 14

既存施設の定員見直し等 0 0 34 0

2,018 1,188 636 147 ・・・②

754 243 0 16

２　令和４年度実績値（令和４年４月時点） （人）

１号 ２号

1,102 990 634 80 ・・・③

認定こども園 1,645 503 199 18

幼稚園（私学助成） 350 0 0 0

保育所 0 664 353 105

小規模保育 0 0 51 18

1,995 1,167 603 141 ・・・④

893 177 ▲31 61

３　計画値と実績値の比較 （人）

１号 ２号

▲162 45 ▲2 ▲51 ・・・③－①

▲23 ▲21 ▲33 ▲6 ・・・④－②

（計画）量の見込み

（

計
画
）

確
保
量

（計画）確保量合計

過不足（②－①）

１・２歳
保育必要

０歳
保育必要

３歳以上
教育希望

３歳以上
保育必要

（実績）確保量－（計画）確保量

（実績）申込数

（

実
績
）

確
保
量

（実績）確保量合計

過不足（④－③）

（実績）申込数－（計画）申込数

３歳以上
教育希望

３歳以上
保育必要

総括
　「３　計画値と実績値の比較」のとおり、２号を除いて、申込数は計画を下回る結果となりま
した。また、確保量は、分園の設置や利用定員の増加、実態に合わせた利用定員の減少、閉園に
向けた段階的な利用定員の引き下げにより、上記の結果となりました。
　また、「２　令和４年度実績値」のとおり、１・２歳を除いて申込者数の実績より確保量が上
回っていて、実態としては、１・２歳を中心に、合計３１名の待機児童が生じている状況です。
　引き続き、市内保育所、認定こども園等の設置者と調整して定員の見直しを行うとともに、施
設における保育士確保や保育士の負担軽減の取組を支援し、待機児童の減少を図ります。

　令和4年度実績　教育・保育の「量の見込み」と「確保量」について

３号

３号

３歳以上
教育希望

３歳以上
保育必要

１・２歳
保育必要

０歳
保育必要

３号

１・２歳
保育必要

０歳
保育必要

　①・・・計画策定時に令和４年度の申込数として見込んでいた値
　②・・・計画策定時に令和４年度の市内教育・保育施設の定員数の合計として見込んでいた値
　③・・・令和４年度の申込数の実績値
　④・・・令和４年度の市内教育・保育施設の定員数の実績値

　＜表の見方＞


